
当機構賛助会におきましては、この度、海洋工学系の分野において会員の

皆様との技術交流を一層深めていくため、以下概要の通り主題の会の

開催をご案内申し上げます。

年末を控え、ご多忙のことと存じますが、この機会に是非、ご参加

下さりますよう、よろしくお願い申し上げます。

賛助会 
技術交流会

平成 2 9 年度  

JAMSTEC has the main objective to contribute to the advancement of academic research, and the cooperative 
activities on the academic research related to the Ocean for the benefit of the peace and human welfare.

J A M S T E C 賛 助 会 員 の 皆 様 へ

問い合わせ先：東京事務所賛助会事務局　担当：笠谷、小原
Tel:03-5157-3900　FAX:03-5157-3903　Mail：sanjokai@jamstec.go.jp

平成29年11月30日（木）14:00～17:00  技術交流会17:15～18:30  懇談会（会費制：1,000円/人）

東京都千代田区内幸町2丁目2番2号 富国生命ビル23階
国立研究開発法人海洋研究開発機構 東京事務所 共用会議室A・B

14：00

15：20

14：05

14：20

14：50

開会の挨拶  理事（開発・運用担当） 東 垣

16：55 閉会の挨拶  イノベーション・事業推進部 部長　大嶋真司

地球深部探査センター  報 告

地球深部探査センター動向
地球深部探査センター 技術部 部長　許 正憲

休憩（20分）

「ちきゅう」船上設備の技術的課題について
地球深部探査センター 技術部 技術第1グループ グループリーダー　和田一育

コアリング技術開発におけるニッチ産業
地球深部探査センター 技術部 技術第2グループ 技術主任　眞本悠一

15：40

15：55

16：25

海洋工学センター  報 告

海洋工学センター動向
海洋工学センター 企画調整室 室長代理　藤森英俊

ランチャー/ビークル方式UROVシステム無人探査機「UROV11K」の開発　
～マリアナ海溝への挑戦
海洋工学センター 海洋戦略技術研究開発部 次長　村島 崇

水中音響通信の研究　
～高速音響通信、Time Reversalによるマルチユーザ通信・MIMO通信、及び、OFDMとの比較について～
海洋工学センター 海洋基幹技術研究部 先端技術研究グループGLグループリーダー　志村拓也
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